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どの数値が怪しいか？
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全体が怪しい → ベンフォード分布からの乖離
（従来手法）

どの数値が怪しいか？ → 本研究
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背景 統計データの信憑性は社会の基盤

問題

Q1 数値集合が怪しいかわからない。
→ 信憑性概略評価：ベンフォードの分布と
比較（先行研究）

Q2 数値集合が怪しいとわかっても、その中で
どの数値が怪しいかわからない。
→ 信憑性詳細評価：k = 3, ..., 16進数で考え
る（本研究）

問題の例 障害者雇用水増し問題

提案手法
基数k=3,…,16で複数のベンフォード分布を
使い、各数値の怪しさを定量化し、Q2を解
決する。
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自然な数値の集合はベンフォードの分布に従う
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245(＊県教育委員会）の怪しさ

3進数

100002(3)

怪しい

4進数

3311(4)

怪しくない

︙ ︙ ︙ ︙

16進数

F5(16)

怪しい

怪しさの合計 9

Ｋ進法での評価を統合（本研究）
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提案する怪しさランキングの妥当性評価
id 修正有 人数 怪しい/総基数 score rank precision@N

379 1 144.0 14/14 1.0000 1 0.7143

422 0 147.0 14/14 1.0000 1 0.7143

12 1 150.0 14/14 1.0000 1 0.7143

376 0 148.5 14/14 1.0000 1 0.7143

20 1 153.5 14/14 1.0000 1 0.7143

225 1 151.0 14/14 1.0000 1 0.7143

48 1 144.0 14/14 1.0000 1 0.7143

233 1 142.0 13/14 0.9286 8 0.7826

49 1 132.0 13/14 0.9286 8 0.7826

47 1 143.0 13/14 0.9286 8 0.7826

334 1 155.0 13/14 0.9286 8 0.7826

61 1 133.0 13/14 0.9286 8 0.7826

45 1 155.0 13/14 0.9286 8 0.7826

237 0 142.0 13/14 0.9286 8 0.7826

︙ ︙ ︙ ︙ ︙ ︙ ︙

推定でランク１
位の数値の７割
が実際に修正さ
れたものだった

5



新技術の特徴・従来技術との比較

10進数で表示したときの最上位の数字の出現頻
度はベンフォード分布になることが知られてお
り、統計データの不自然さ評価に使われてい
る。

しかし、全体データの中で違和感がある箇所が
あった場合、具体的にどの値がその違和感部分
に関係しているかを判別することは困難であ
る。

本技術は、個々の数値の不自然さを評価するこ
とができる。
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想定される用途

• 統計データ検証(公的機関の集計データなど)

• 会計情報の検証

• センサーデータの異常検出と要因抽出
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実用化に向けた課題

（1）リアルデータでの有効性評価

本技術をシステムとして構築しているが、理論的妥当性能は検証しているが、リア
ルデータでの有効性評価は、事例を積み上げていく必要がある。リアルデータのこの
部分が改ざんされたものという実際のデータは、入手することができない。公的機関
のデータの改ざんについては、社会的に問題となった結果公開され、我々の実験で
も利用することができた。このように、実際にどの部分が改ざんされたかという情報が
分っているデータでの評価実験を積んでいきたいが、そのようなデータは入手困難。

（2）データの“偏り“への対応

公表された大学入学受験者数のデータで、どの大学、どの学部、どの学科の数値
の信憑性評価をやったことがあります。ところが、ある学科では定員が30数名に限
定されているので、分布として偏ったものになり、我々の手法で、誤って「怪しい」とい
う判定になったことがあります。このように、実データでは、改ざんとは違う自然な原因
で統計的に正常な分布から乖離する場合があります。このような状況を例外として
どう扱うかは、現在検討中の課題です。
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企業への期待

（1）リアル数値データの提供と評価実験への協力

企業様が保有する具体的な「数値データの集合」を提供してもらい本技術の

有効性を検証したい。数値改ざん有無、数値がどんな意味を持っているかとい

う情報は不要。データの規模（数値の件数）100件でも数百万件でも構わ

ない。提供頂いたデータセットについて、本システムでの検証結果をフィードバッ

クします。検証結果を企業様で評価頂き、正答率がどれだけだったかを、教え

ていただきたい。

（2）ビジネスモデルの検討

対象データや対象分野毎の有効性評価が今後の大きな課題であるが、本技術をビ

ジネスとしてどのような分野で展開できるか、一緒にアイディアをだし検討したい。
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